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Curriculum 1 カリキュラム

授業科目
履修年次

1 2 3 4 

教養教育課程

外国語IA·B ＊ 

外国語IIA·B ＊ 

スポーツと健康A·B ＊ 

情報処理 ＊ 

デー タサイエンス ＊ 

ヒュ ーマニズム論基礎 ＊ 

ヒコーマニズム論発展 ＊ 

日本国憲法 ＊ 

日本文化論 ＊ 

多文化理解 ＊ 

海外教育福祉演習 ＊ 

地域子育て支援演習 ＊ 

哲学と思想 ＊ 

文学とメディア ＊ 

人間社会と歴史学 ＊ 

世界の芸術 ＊ 

人間社会と数学 ＊ 

環境と生物 ＊ 

生活と化学 ＊ 

地球と科学 ＊ 

ジェンダーと社会学 ＊ 

消費社会における経済学 ＊ 

地域社会における地理学 ＊ 

生活の中の政治 ＊ 

教養基礎演習A ＊ 

教養基礎演習B ＊ 

教蓑発展演習A ＊ 

教養発展演習B ＊ 

専門教育課程

子ども学関連科 目

現代子ども学 ＊ 

教育原理● ＊ 

子ども家庭福祉● ＊ 

保育原理 ＊ 

子ども文化論 ＊ 

障害者教育総論 ＊ 

発達心理学● ＊ 

現代家族論 ＊ 

アフタースクー ル研究 ＊ 

スクールソーシャルワ ー ク論● ＊ 

授業科目
履修年次

1 2 3 4 

フィールドワ ー ク ＊ 

地域まちづくり論 ＊ 

ゼミナール科 目

専門ゼミナ ールIA·B ＊ 

専門ゼミナ ールIIA·B ＊ 

卒業論文 ＊ 

専門基幹科目（家族・地域綸科目）

社会福祉• ＊ 

現代社会と福祉● ＊ 

社会学と社会システム● ＊ 

社会保障I● ＊ 

社会保隠11● ＊ 

医学概論● ＊ 

陪害者福祉論● ＊ 

公的扶助論• ＊ 

地域福祉の理論と方法I· II● ＊ 

ソーシャルワ ークの基盤と専門職I·II● ＊ 

社会福祉特論 ＊ 

専門基幹科目（家族・地域支援科目）

高齢者福祉● ＊ 

人間の尊厳と自立 ＊ 

人間関係とコミュニケーション ＊ 

コミコニケーション技術A ＊ 

コミュニケーション技術B（手話・点字） ＊ 

こころとからだのしくみI ＊ 

こころとからだのしくみ1I ＊ 

心理学概論● ＊ 

精神保健● ＊ 

社会的養護 ＊ 

障害の理解 ＊ 

子どもの障害の理解 ＊ 

世代間交流論 ＊ 

世代問交流演習 ＊ 

専門発展科目（家族援助科目）

介護の基本I· JI ＊ 

介護福祉現場体験（介護実習I) ＊ 

介護の基本（身体） ＊ 

介護の基本（精神） ＊ 

介謹の基本（居宅） ＊ 

介護福祉特論 ＊ 

老年心理学 ＊ 

資格•免許取得に必要な科目・実習 ●社会福祉士 ●スクールソーシャルワ ー カ ー ※資格•免許取得のための必修科目は●で表記

※2024年度開講科目です。一部変更となる場合があります。

授業科目
履修年次

1 2 3 4 

認知症の理解I（基礎） ＊ 

認知症の理解11（発展） ＊ 

介護過程I（気づき） ＊ 

介護過程11（観察・情報収集） ＊ 

介護過程I11（アセスメント・酎酉立案・展開） ＊ 

介護過程w（展開・事例検討） ＊ 

介護過程V（チー ムアプロ ーチ） ＊ 

専門発展科目（相談援助科目）

社会福祉調査の基礎● ＊ 

ソ ーシャルワ ー クの理論と方法IA·B● ＊ 

ソ ーシャルワ ー クの理論と方法IIA● ＊ 

ソ ーシャルワ ー クの理論と方法1IB● ＊ 

福祉サー ビスの組織と経営• ＊ 

保健医療と福祉• ＊ 

権利擁護を支える法制度● ＊ 

刑事司法と福祉● ＊ 

ソ ーシャルワ ー ク演習I·II● ＊ 

ソ ーシャルワ ー ク演習III·W● ＊ 

ソ ーシャルワ ー ク演習V● ＊ 

ソ ーシャルワ ー ク実習指導● ＊ 

ソ ーシャルワ ー ク実習● ＊ 

スクー ルソ ーシャルワー ク演習● ＊ 

スクー ルソーシャルワ ー ク実習指導● ＊ 

スクー ルソ ーシャルワ ー ク実習● ＊ 

専門発展科目（対人支援科目）

医療的ケア（経管栄養） ＊ 

医療的ケア（吸引） ＊ 

医療的ケア（演習） ＊ 

生活支援技術 A ·B ＊ 

生活支援技術（生活の中の遊び・造形） ＊ 

生活支援技術（家庭経営・居宅介護） ＊ 

生活支援技術（生活の中の音楽とダンス） ＊ 

生活支援実習（食生活） ＊ 

生活支援実習（住生活） ＊ 

生活支援実習（衣生活） ＊ 

介護総合演習I ＊ 

介護総合演習11・m ＊ 

介護総合演習IV ＊ 

介謹実習II·III ＊ 

介謡実習w ＊ 

授業ピックアップ

世代間交流演習

本授業は、社会福祉学、ケア学、心理学な

どの学際領域から世代間交流の知見や方

法論を学びます。地域で暮らす 多様な世

代との交流の場（コミュニティカフェ）を企

画・運営し実践力を身につけます。

医療的ケア

乳幼児から高齢者まで障害児者への生活

支援に欠かせない医療的ケアの基礎につ

いて学びます。

※当該授業は医療的ケア児等支援者養成

研修ではありません。

ソ ー シャルワ ー ク演習II

演習を通して相談援助の基礎を学びま

す。座学だけではなく、 グループワ ークや

児童発達支援事業所などの実践現場への

施設見学も行い、学びを深めます。

Sem i nar 1 ゼミナ ール

午頭ゼミナ ール
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ヤングケアラ ー サロンや行政と

連携した講座などの活動を通して

実践ケア学を深めます

ヤングケアラ ーなどが情報や悩みを共有できるサロ

ン（子ど も学研究 所 特定課題研究）や、認知症の

重度化予防家族介護者教室（地域課題解決型活動

プロジェクト）に学生が主体的に参加できる機会を

大切にしています。多様な立場で 地域共生社会に

おける実践力を培います。

Professor メ Student

今の時代に即した課題に

対応できる人材ヘ

午頭潤子准教授

専門分野：介護福祉／高齢者福祉

学生には少子高齢化社会において、医療と介護の連携や認知症ケ

アなど様々なニーズに対応できる実践力、決断力など を、ゼミや

フィ ールドワ ークなど実際の体験や他者とのつながりを通じて獲得

してもらいたいと思っています。困難が多 い社会で生きるためのカ

を見据えて、卒業後のリカレント教育も実施。進取果敢に取り組む

場をつくりたいと考えています。

向上心を持って

学び続ける人になりたい

新藤萌々花

家族・地域支援学科4年

東京都都立石神井高等学校出身

たくさんのフィ ールドワ ークに参加できることに惹かれて午頭ゼミを

選択。3年次には小平市で行われた認知症介護者のための講座や

ヤングケアラ ーサロン、福祉施設へも足を運びました。また学会発

表や全国大会で学生が発表する機会もありました。在学中に自分

で保育士資格を取得し、将来の選択も幅が広がりました。

学内外で培った知識や向上心を生かして、福祉現場に貢献すること

が目標です。

ゼミナール一 覧（予定）

市民が支える子ども・子育ての仕組みを社会教育・生涯学習の視点から考える／朝岡幸彦特任教授

子育て支援の現状と課題／井原哲人准教授

ケアラ ー 支援（家族介護者支援）や介護福祉に関する研究／午頭潤子准教授

医療ソ ー シャルワ ー カ ー (MSW) になるためには／杉本豊和教授

子どもにあたたかい地域デザインを考える／田中真衣准教授

精神障害者の地域生活支援に関する研究／土川洋子教授

家族・地域・社会をつなぐ実践ケア学に関する研究／森山千賀子教授
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